









Moral psychology has changed since Haidt (2001) proposed Social Intuitionist Model. In this study, using “trolley 
problems” (Petrinovich et al., 1993), the relation of intuitive system and reasoning system is investigated. At first, 
the subjects answered the questions including moral dilemma following their intuitions. But when they had time to 
considering the questions, their answers were such that using reasoning system. From these results, both two lines of 





モデル dual process model についてレビューした。本研究
では，そこで取り上げた Haidt (2001,2008) (2)(3)が提唱する
社会的直感モデル Social Intuitionist Model (SIM) を実証
的に検証するために Hauser et al. (2007)(4)が用いた「路面



























対象 大学 1 年生および 2 年生 289 名（男子 92 名，女
子 197 名）。 
手続き 講義中に質問紙を配布して回答させた。 








＊ 武庫川女子大学（Mukogawa Women’s University） 











































































































































































い」ことであると評価していた(t=25.34, df=285, p<.00)。 
一方，ネッドの問題（障壁として 1 人を用いることで
5 人を救う）とオスカーの問題（障壁の前にいる 1 人を
犠牲にして５人を救う）とではこのような差は見られな









































































































































































では，1 人を犠牲にして 5 人を救うということに関する
ジレンマという点では共通している。ところが，ネッド
とオスカーの問題では 1 人を犠牲にして 5 人を救うとい
うことについて同じ評価がなされていたのに対して，フ
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